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 2月≪世界理解月間≫ 例会プログラム＝移動例会（スノボ・ワールドカップ観戦） 

                          於：サンタプレゼントパーク 

（2月 19日 1024回例会の記録） 

開 会 宣 言 宮永 SAA 

只今から、1024回例会を開催致します 

              小柳会長、点鐘をお願いします！ 

 

ゲ ス ト 紹 介 小柳 会長 

本日のゲストの東川町教育総合振興スーパーアドバイザーの三宅良昌様をご紹介致します。 

三宅様、後ほどよろしくお願い致します。 

 

会  長  挨  拶 小柳 会長 

皆様おはようございます。 13 日から始まっています

IPC クロスカントリースキーワールドカップで、旭川の

加藤弘さんが視覚障害男子 20 キロで銅メダルを獲得し

ましたね。道内勢初の表彰台という事で素晴らしい事だ

と思います。加藤さんは今大会の開催に当たり、我々ロータリーの会長幹事会に二度お見えになり、

大会への協賛・協力をお願いにいらした方です。私も応援に行くつもりだったのですが、風邪を引い

てしまい行けなくなり、申し訳なく思っております。  

選手の皆さんに心からエールを送り会長挨拶と致します。 ありがとうございました。 

 

会 務 報 告 嵯城 幹事 

１）公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より、ハイライトよねやま１７９ 収受。 

２）一般財団法人日本国際飢餓対策機構より、飢餓対策ニュース№２９５ 収受。 

３）２月中市内他ロータリークラブ例会変更（追加）通知。 

  ２月２６日（木）旭川東ＲＣ 例会日変更  ロワジールホテル    

 

ゲストスピーチ 東川町 教育総合振興スーパーアドバイザー 三宅良昌様 (内容は後記) 

 

ニコニコＢＯＸ 林 雅美 親睦委員 ※ 2月 19日現在 累計 314,690円 

石川千賀男会員 いつも前向きで会ったら元気をもらっています。三宅さんを 

お迎えしてゲストスピーチを頂きました。ありがとうございました。 

笹川和廣会員 今週末に 49回目の結婚記念日を迎えます。モーニングロータリー 

の皆様のお蔭で、平和が続いています。 ありがとうございます。 

 

伝  達  事  項 石川 会員研修委員長 

3月 12日に「会員研修会」を行いますので、多数の出席をお願い致します。 
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出 席 報 告 小野寺 例会運営委員 

 

 

 

 

  

メイクアップ  

2月 12日：武田昭宏会員（旭川東 RC）、2月 12日：小野寺康充会員・高見一典会員（旭川東北 RC） 

2月 16日：井上雄樹会員（旭川南 RC）、2 月 18 日：小野寺康充会員・小川伸治会員（旭川北 RC） 

 

臨時理事会議事録 小柳 会長 

≪2 月 19 日（木） 臨時理事会≫ 

1、竹村陽一会員の退会（2 月 4 日付退会願）について 

2、友重会員のお見舞金についての報告 

3、パートナー奉仕功労賞の推薦について（２月２３日締切） 

4、スノーボードワールドカップの広告協賛金について 

（一文字に旭川モーニング RC のロゴ）一万円 

5、タイ・カンチャナブリーへ行く会員への支援金について(３月 4 日出発） 

6、４月４日（土）富良野ＩＭご案内・交通手段について 

 

（後 記）  ≪ゲストスピーチ≫  

「足るを知る心」東川町 教育総合振興スーパーアドバイザー 三宅良昌様 
                 

海外で過ごした方々に「最後はどこで住みたいですか」と私が尋ねますと、 

「老後は日本で過ごしたい」という答えが返ってくる方が多くいます。   

「やはり故郷だからですか」と尋ねると、「世界中で日本ほど治安の良い安全な

国はない」ということでした。 私たち日本人は、日本にいて日本のよさに気づ

かないで、日々生活しているのではないかと思います。 

さて、日本人の身体の中には、生まれながらにして一定の常識をもちあわせて生まれてきたのではな

いかと思われるほど、物事に順応する要素を有している気がします。なぜなら、エスカレーターや電車

の混乱を回避する工夫。交通ルールの遵守。工事現場の旗振りの支持に従う習慣。ホテルのマナー。 

公衆トイレの使用方法。バイキングの食事のマナー。そして、物を落としても時として返却可能。障害

者の駐車場の配慮。自動販売機の盗難。ゴミのない街中等、公共性にすぐ反応できるＤＮＡが備わった

国民性なのだと感心させられる。 

 戦後、マスコミや教育現場では、日本が他国を侵略し、多くの犠牲者をだし、悪い国だと教えられま

した。ですから日本は、日本の中でも誇りの持てる国扱いはされませんでした。戦後 70 年を経過して

も、日本の負の部分ばかり強調するあまり、日本の良い話や美談を教えてきませんでした。 そして、

最近のマスコミの多くが、日本は中国、韓国から非難され、世界の中で孤立しているかのような報道が

多かったのではないでしょうか。 

日本は、戦前、戦後を通して色々な美談があります。皆さんも知っているように、杉原千畝のユダヤ

人救出。トルコ人が和歌山沖で座礁の救出と、恩返しとしてフセインの空路遮断にトルコが日本人救出

の対応。ウズベキスタンにおける日本兵捕虜の見事な劇場建設、そして日本が日露戦争の勝利後のアジ

アの植民地が、各地でどんどん解放されたことなど、外国人が日本人に教えてくれています。そして日

本を尊敬のまなざしを向けている国がたくさんあるのです。なぜマスコミは、日本のすばらしいことを
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報道しないのか。 

 私は現在、外国人に日本語を教える仕事の担当をしています。今まで、9 か国、1060 人程度が研修に

訪れています。まず、日本に対し、非常に親しみをもっています。来日の動機は色々ありますが、特に

日本のアニメは世界中で人気があり、その中で繰り広げられる人間模様や日本の文化に大変興味を感じ

た者が多くいました。また、日本の企業や大学進学のために、日本語能力試験の合格を目指して研修に

来ている人もいます。いずれにしても「日本への憧れと期待」を強く感じました。 

では、世界での日本の評価はどうかといいますと、2012 年、22 ヶ国、25,000 人を対象に「世界に良

い影響を与える国」を調査した結果がでました。一番好かれている国は日本でした。日本は 58％の国の

人々から支持を受けました。具体的には、日本の経済対策、品質の良い製品、きめ細かなサービス、 

そして伝統文化などが評価されたようです。ちなみに他国では、ドイツ 56％、カナダ 53％、イギリス

51％です。「悪い影響を与えている国」は、イラン 55％、パキスタン 51％、北朝鮮・イスラエル 50％

となっています。日本の人気は世界一なのです。また同年の「観光客のマナーの部」でも、日本がダン

トツで 1 位。高い評価をいただいていることに、日本人はもっと自信を持つべきと考えます。 

 日本人が、これほど外国から褒められているのに、日本人自身はどう思っているのでしょうか。 

日本人の生活の満足度について調査結果があります。同じく 2012 年、国連の「世界幸福度」が発表さ

れました。156 ヶ国のうち、残念なことに、日本の幸福度は 44 位でした。 

 上位は、デンマーク、フィンランド、ノルウェー、オランダ、カナダ、スイス、スウェーデン。 

アメリカは 11 位。アジアでは、シンガポール 33 位。台湾 46 位。韓国 56 位。香港 67 位。中国 112 位

となっています。幸福度の決め手は、心身の健康、就業の保障、家庭の安定などということです。 

 ではなぜ、日本人は「幸福感」がわかないのでしょうか。終戦後の日本は、物質的に非常に貧しく、

食べていくのに必死でした。しかし、現在では「経済大国」になり、物質的に豊かになった反面、自分

だけ良ければという、わがままさが先行し心が貧しくなったのではないでしょうか。そのため、戦前か

ら大事にされてきた道徳が疎んぜられ、品格のない恥知らずな人間が多くなった結果だと考えます。 

 戦前から大事にされていた「おかげさま」「もったいない」「いただきます」「ありがとうございます」

といった感謝の心がおろそかになったような気がします。「おかげさま」とは、すべて万物のおかげであ

るという意味です。「もったいない」とは。勿体＝物体であり、本来の価値が生かされない。無駄になる

のが惜しいという意味です。「ごちそうさま」とは、ご馳走様と書きます。馬で走ってまで食材を用意す

ることからの語源です。「ありがとう」は有り難し。めったにないほど価値があるという意味です。 

 それでは、どうしたら「幸福感」が感じられるのか。 

これについて、心理療法家の河合隼雄氏は、人間が幸福を感じるには 2 つの条件を備えることだといっ

ています。一つは、自分の人生にきちんと向き合って生きること。もう一つは、自分を超える存在とつ

ながっているという感覚があることだと言っています。 

自分を超える存在とは、昔から神仏と言われるものかも知れません。若いころ、よく「誰も見ていな

くても、お天道様が見ているよ」と言われたものです。お天道様とは、すべてを見通している自然の偉

大な存在ではないかと思われます。昔から、日本の大人たちは子どもに「お天道さまが見ているよ。だ

から、悪いことをしてはいけません」を言い聞かせたものです。 

 だから、誰に認められなくても天が認めてくれる。お天道様というゆるぎない基準が、まわりの価値

観に振り回されることはなかったのだと思います。昔は「日本人は貧しいけれど、いやしくない」それ

は、偉大な力のおかげで自分が「生かされていること」に気づいていたのだと思います。今はその存在

感が薄れてきているような気がします。したがって、我欲だけで生きようとすると思うようにならず、

幸福感が感じられないのではないかと思います。 

 話は変わりますが、戦後 70 年そろそろ敗戦の呪縛から解き放されて、日本らしい姿を世界に示す時



がきているのではないかと思います。なぜなら日本は、戦後 158 ヶ国に経済支援を貢献し、世界の国々

から感謝されている国なのです。いま世界では、人々が色々なことで食糧難や苦しみに喘いでいます。 

 たとえば、「世界で飢餓状態の人数はどのぐらいいると思いますか。そして餓死するのはどのぐらいい

ると思いますか。」世界の人口は現在、72 億人です。そのうち、9 億 3000 万人が飢餓状態にあります。

そして餓死する人は、1600 万人ぐらいいます。では、「日本の食生活はどのぐらい外国に依存していま

すか」、自給率 37％。5800 万トンが外国から輸入。その 3 分の 1 は捨てられています。もし、1930 万

トンの捨てている食料を途上国の人に分け与えると 5,000 万人が助かるといわれています。 

 次に世界で難民といわれている人はどのぐらいいるかというと 4,350 万人です。そのうち自国の中で

その地域から逃げているのが 2,710 万人。自国を去った人は 1,540 万人ぐらいとのことです。祖国を失

った人々がこんなにたくさんいるのです。また、世界で「水道水」と「電気」のない生活を送っている

人たちはどのぐらいいると思いますか。水道水のある国は、11 ヶ国しかありません。イギリス、フラン

ス、スイス、スウェーデン、イタリア、デンマーク、ベルギー、アメリカ、シンガポール、スペイン、

日本です。また、電気のついていない国は、16 億人いるといわれています。では、世界で一日２ドル以

下の暮らしをしている人はどのぐらいいると思いますか。なんと 30 億人もいます。そして、世界で

「読み」「書き」のできない子はどのぐらいいると思いますか。7000 万人ぐらいいます。 

これらの恵まれない国の実態を鑑みるとき、日本で生活すること自体どんなに恵まれているかを自覚

し、感謝しなければならないのではりませんか。 

 ところで、題名にあります「足るを知る心」とは、本来、老子の言葉でございますが、「足るを知る」

とは自分の身のほどを知って、むやみに不満を持たない。他人と比較しない。現状に感謝するという意

味です。そして、目の前の仕事を誠実に遂行する。自然な流れの中で今の環境を大切にするということ

です。「小欲知足」という言葉もありますが、同じような意味です。欲に自ら限界を定める。物質という

のはいくらあっても、それに対して欲が増えるばかりでは満足することがありません。真面目に自分と

向き合って欲を求めず。たとえば、商人であれば、自分の利益ばかりに逡巡しないで、相手にも賭けさ

せて信頼関係を得ることだと思います。 

 京セラの稲盛和夫氏は、「人間は大きな命題を持って生きるべきである。そして命題を持てば生き方が

自ずと変わる。」「足るを知る心によって、初めて人間の幸せを感じることができる。そうすれば、いま

自分が生きていること、そのことに対しても心から感謝することができる。そして、常に明るさを失わ

ず努力する人々には、神は、ちゃんと未来を準備してくれる」と言っています。 

 また、安田善次郎氏は「名声を得る為でなく、陰徳でなければならない」と言って、匿名で東京大学

の安田講堂を寄付しました。「陰徳を積む。」とは、誰も見ていなくても良い行いをすることです。 

これは、人が真似のできることではありませんが、見習うべき行為であり敬意を表する次第です。 

 このような考え方が実践できれば、単に個々人の生き方のみならず、世界の国々がこの精神を自覚す

るとき、紛争は極めて少なくなるものと思われます。世界の国々が共存共栄する道とは、我欲を捨て、

他国も生かすことを視野に入れて考えることです。そして人間の進化とは、地球上の人々と共生できる

高次な考え方にたって、初めて成り立つものと信じます。 

（紙面の関係で、「中国における明時代のスピーチ」を割愛させて頂きます。） 

最後に「心のともしみ」 

「暗いと不平をいうよりも、進んで明かりをつけましょう」 日々を楽しむ。これに気づけば、何事も

感謝の心がわいてくる。風を楽しむ。凛とした空気を楽しむ。雨音を楽しむことに心がけましょう。 

≪ 自分の人生に 真っ正直に生きましょう !! ≫ 

 

広報委員会：笹川和廣(長）井上雄樹 佐藤克司 


